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1　は　じ　め　に

地球の温暖化やオゾン層の破壊に影響している，大気中

のメタンや亜酸化窒素の発生源と発生量の把握は緊要であ

る。

IPCC（1990）3）の報告によると，主要な発生源である水

田からのメタンは，全発生量の約20％を占めていると推定

されている。

しかし，この推定が主にライシメーターや室内実験によ

るものであるために，水田からのメタン発生の実態や要因

の把握，さらに発生の軽減方策を確立することは急務となっ

ている。

メタン発生制御への試みの一つとして．Yagiらは，透

表1湛水開始前の土壌分析値

水速度が高い水田ほど土壌Ehを高く推移させ．メタン発

生を低下させることをライシメーター試験により明らかに

した6）。

そこで，減水深の異なる現地は場を選定し，メタンの発

生と測定例の少ない亜酸化窒素の発生について調査をおこ

なった。

2　試　験　方　法

（1）試験場所及び試験年次

1）現地は場：郡山市片平町，一は場10aで同一・一の耕

作者

2）試験年次：平成4年度

（21試験は場及び土壌条件（表1）

空し。至　芸炭雲　量窒悪　霊警豊　′盟、雪祭笠孟冨給態肇登土性　土舶群名
ほ場名　7％『　ロ　公　小口盟（H20）‥（％）　　（％）　　　　　　　（ m）（m N／100g）

乾　田　　1．245　　　0．141　　1．07　　　　5．8 107　　　　5．5　　　CL　　　細粒灰色低地土
半湿田　　1．647　　　0．165　　　0．94　　　　5．8 131　　　8．6　　　LiC　　　細粒灰色低地土
湿　田　　1．521　　0．162　　1．35　　　6．0　　　　94　　　10．3　　　LiC　　　細粒グライ土

（3）試験は場の減水深

乾田．半湿田．湿田は場の日減水深は，それぞれ20，10，

2mm／day（6／18－6／25に測定）であった。

（4）栽培管理

1）供試作物：コシヒカリ（乾田），ひとめぼれ（半

湿田，湿田）

2）移植：機械移植（5月8日）

3）栽植密度：20．8株／ポ（30×16cm）

4）施肥：基肥　4／30：N－P205－K20＝

8－8kg／10a

追肥　7／28：N＝2kg／10a

5）有機物施用：コンバインによる稲わらの前年秋鋤

込み

6）メタン，亜酸化窒素発生の測定

ガス採取法は，クローズドチャンパー法（八木らの方

法7りでおこなった。採取したメタン及び亜酸化窒素は．

それぞれFID，ECD検出器付きガスクロマトグラフィー

で分析した。
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図1水田からのメタン発生と土壌Ehの推移
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義2　水田からのメタン，亜酸化窒素発生量

区
メタン

～7／10　7／11～8／15　8／16－　　　total
測定期間

乾　田　4．82（52％）－　3．01（32％）’1．48（16％）●　9．31（100％） 12．1（100％）　　　　　　5／11～10／15

半湿田　6．51（79％）●1．52（18％）●　0．23（3％）●　8．26（89％）　　　　　30．4（251％）　　　　　　　′′

湿　田　3．65（27％）●　7．97（59％）－　2．00（14％）’13．62（146％）　　　　　39．5（326％）

3　結　果

（1）メタン発生（図1，表2）

メタンは6月上旬から発生がみられ，半湿田や乾田では

6月下旬に，湿田で7月下旬に最大発生量を示した。

メタンは中干しにより発生が急減した。

メタンの発生量は．湿田が他の2ほ場に比べ非常に多く，

乾田及び半湿田でははば同量であった。

メタンは土壌Eh（深さ5C皿）が－200mV付近で高い発

生がみられ，500mV以上では発生がみられなかった。

メタンは落水後に発生がみられなくなり，収穫後，土壌

によるわずかな吸収がみられた。

（2）亜酸化窒素発生（図2，表2）

窒素施肥後に発生がみられ．亜酸化窒素の発生量は，湿

田がもっとも多く，次いで半湿軋乾田の順であった。

亜酸化窒素は，土壌の還元が進んだ時期に土壌にわずか

に吸収された。

水田からの亜酸化窒素発生量が非常に微量であるために，

ガスの採取法や分析法は検討を加える必要がある。
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図2　水田からの亜酸化窒素発生の推移

4　考　察

滅水深が大きく排水状態の良い乾田からのメタン及び亜

酸化窒素の発生は，排水の悪い湿田に比べ少なかった。し

たがって，暗渠等の透水性を良くするは場整備や中干しな

＊）全量に対する割合

どの水管理は，メタン及び亜酎ヒ窒素発生の軽減に有効で

あることが示唆された。

また，水田によるメタン及び亜酸化窒素の吸収について

は，水田土壌中の微生物によるメタンの酸化吸収1－，湿

地2）や草地4）へのメタン吸収．水田土壌の強還元時期の亜

酸化窒素吸収機構5－等の報告がされている。本調査でもメ

タン，亜酸化窒素の吸収が確認されたことから，土壌の持

つ環境保全機能の一つとして，今後注目してゆく必要があ

る。
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